
 

令 和 ７ 年 ９ 月 ２ ５ 日 

奄 美 海 上 保 安 部 

                      

 

 

令和７年度 秋季安全推進活動の実施について 

～漁船の事故と釣り中の事故ゼロを目指して～ 

 

奄美海上保安部では１０月１日から３１日までの間、一般社団法人大日本水産

会が実施する「令和７年度全国漁船安全操業推進月間」に併せ、漁船による事故

防止及び秋から冬にかけて多く発生する釣り中の事故防止を目的とした「令和７

年度秋季安全推進活動」を下記のとおり実施します。 

 

記 

１ 実施期間 

  令和７年１０月１日（水）から１０月３１日（金）までの１ヶ月間 

 

２ 重点事項 

 イ 漁船等の事故防止 

（１）ライフジャケットの着用 

（２）発航前検査の実施 

（３）作業中を含めた常時見張りの徹底 

（４）気象・海象の把握 

ロ 釣り中の事故防止 

（１）気象・海象・体調への注意 

（２）適切な装備（ライフジャケット、釣り場に応じたシューズの着用等） 

（３）複数人行動の励行 

（４）立入禁止区域の確認 

 

３ 活動内容 

（１）各漁協・漁船等へリーフレット配布による周知啓発 

（２）防波堤、岸壁等で釣り中の愛好者へ安全啓発 

（３）釣具店への周知啓発依頼（ポスター、リーフレットの掲示） 

（４）ホームページによる周知啓発（ポスター、リーフレット掲載） 

（５）コミュニティＦＭに出演して周知啓発 

 （６）各市町村広報誌掲載による周知啓発 

 

[問い合わせ先] 

 奄美海上保安部 

 担当：交通課長 古川 

電話：0997-53-5569 



 

４ 奄美海上保安部管内（奄美群島地区）の事故状況 

 イ 漁船の事故 

  令和２年から令和６年までの５年間の船舶事故隻数６２隻のうち、漁船によ

るものが２２隻で全体の約４割を占めています。 

漁船の事故種別は乗揚げが９隻と最も多く、次に機関故障等の運航不能で６

隻であり、合わせて全体の約７割を占めてます。乗揚げの原因は船位不確認が

４隻、見張り不十分が２隻、居眠りが２隻となっており、運航不能の原因でも

っとも多いのは船体・機器整備不良で３隻となっています。 

 ロ 釣り中の事故 

   令和２年から令和６年までの５年間のマリンレジャーに伴う釣り中の事故

者は８名であり、うち死亡者は３名となっています。なお、死亡者３名全員

が救命胴衣未着用でした。 

 

表１ 過去 5年（R2～R6）船舶事故発生状況                 単位：隻 

船種 衝突 単独 

衝突 

乗揚 転覆 浸水 運航 

不能 

その他 計 

プレジャーボート 
 

1 4 1 
 

18 1 25 

漁船 1 
 

9 5 1 6 
 

22 

旅客船 
  

2 
  

3 
 

5 

貨物船 1 
 

3 
  

1 
 

5 

タンカー 
  

1 
    

1 

遊漁船 
    

1 
  

1 

その他 1 
 

1 1 
   

3 

計 3 1 20 7 2 28 1 62 

表２ 過去 5年（R2～R6）漁船事故発生状況                 単位：隻 

海難種類 船位 

不確認 

整備 

不良 

見張り 

不十分 

居眠り 

運航 

荒天準 

備不良 

異常 

気象 

その他 計 

乗揚 4 
 

2 2 
  

1 9 

運航不能 
 

3 
    

3 6 

転覆 
    

2 2 1 5 

衝突 
  

1 
    

1 

浸水 
 

1 
     

1 

計 4 4 3 2 2 2 5 22 

表３ 過去 5年（R2～R6）釣り中の事故発生状況      単位：名 

マリンレジャー

に伴う海浜事故 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 計 

釣り中 2 1 1 2 2 8 

（うち死亡者数） （1） （0） （1） （1） （0） （3） 

 



① 『常時』適切な見張り

常に気象・海象を把握し、無理な操業は控えましょう。

奄美海上保安部
〒894-0033 鹿児島県奄美市名瀬矢之脇町26-1 電話0997-53-5569

もしもの時に備えてライフジャケットの常時着用。

操業中も作業に没頭することなく、常に見張りを実施しましょう。

漁 船 の 事 故 防 止！
毎年、奄美群島で漁船の事故が発生しています。
特に見張り不十分や居眠り運航による「衝突・
乗揚」、整備不良による「運航不能」、荒天準
備不良による「転覆」が多くなっています。

大切な家族のためにも次のことをしっかりと行い安全操業で
無事に帰港しましょう！

漁船, 22

プレジャーボート, 25

旅客船, 5

貨物船, 5

その他, 3

タンカー, 1

遊漁船,1

船舶事故発生状況（過去５年）

【奄美群島内】

計62隻

主な原因計海難種類

見張り不十分
居眠り、船位不確認等９乗揚

整備不良等６運航不能

異常気象、荒天準備
不良等５転覆

見張り不十分１衝突

整備不良１浸水

２２計

漁船事故内訳（過去５年）

② 気象・海象の把握

③ 発航前点検の実施

④ ライフジャケットの着用

⑤ 連絡手段の確保

【奄美群島内】

衝 突

転 覆

携帯電話の携行と「118番」の活用に努めましょう。

～大切な家族のために～

※ 事故全体の
約4割を占める

日常の点検・整備を実施し、定期的に専門業者に整備を依頼しましょう。
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